
1995年 出上の木簡

か
ら
、
「玉
造
」
と
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
杯
が
出
土
し
た
。
「玉
造
」
は
、
『和

名
類
衆
抄
』
に
よ
れ
ば
磐
城
郡
の
郷
名
に
あ
り
、
中
島
川
の
本
流
で
あ
る
仁
井

田
川
の
別
称
の

一
つ
に
玉
造
川
の
呼
称
が
あ
る
こ
と
や
、
遺
跡
の
西
側
に
隣
接

す
る
地
域
に
玉
山
の
地
名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
付
近
の
郷
名
を
示
す
墨

書
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「判
祀
」
郷
の
地
の
比
定
と
併
せ
、
さ
ら
に
遺
跡
の
性

格
の
究
明
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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会
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ン
タ
ー

『常
磐
自
動
車
道
遺
跡
調

査
報
告
６
』
（
一
九
九
六
年
）

（大
越
道
正
・
平
川
　
南
）

『荒
田
目
条
里
遺
跡
木
簡
調
査
略
報

木
簡
が
語
る
古
代
の
い
わ
き
』
の
刊
行

福
島
県
い
わ
き
市
の
荒
田
目
条
里
遺
跡
は
古
代
磐
城
郡
の
郡
家
跡
に
比

定
さ
れ
る
根
岸
遺
跡
や
そ
の
附
属
寺
院
と
考
え
ら
れ
る
夏
井
廃
寺
、
廷
喜

式
内
社
の
大
国
魂
神
社
に
近
接
し
て
所
在
す
る
遺
跡
で
あ
る
。　
一
九
九
三

年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
古
代
の
河
川
跡
か
ら
大
量
の
祭
祀
遺
物
と
と
も
に

木
簡
三
人
点

で
つ
ち
墨
痕
の
あ
る
も
の
一一一一一百
一
が
出
上
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
誌
第

一
七
号
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

木
簡
を
中
心
と
し
た
調
査
略
報
が
刊
行
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
宛
先
の

異
な
る
三
点
の
郡
符
木
簡
、
種
漑
の
付
札
と
み
ら
れ
る
木
簡
な
ど
が
注
目

さ
れ
る
。
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